
（単位：百万円）
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一般会計目的別歳出

土木費
公園や道路の整
備、市営住宅の
管理など

111億8,215万円

総務費
地域づくりの支
援、文化・スポ
ーツの振興など

187億9,724万円

教育費

教育の充実、
学校の改修など

100億5,748万円

公債費

市債の償還など

95億6,832万円

衛生費
保健所の運営、
各種健康診査や
予防接種など

89億8,849万円

商工費

商工業や観光の
振興など

68億3,651万円

農林水産業費

農業の振興など

20億6,449万円

消防費

消防・救急業務
など

35億7,419万円

議会費

議会の運営など

6億7,448万円

労働費

勤労福祉、雇用
対策など

4億272万円

災害復旧費
654万円

予備費
5,000万円

民生費
子育て支援、障が
い者・高齢者の福
祉、災害対策など

449億4,339万円

■ 事業分　■ 臨時財政対策債

会計別予算 一般会計の歳入（内訳）

一般会計の歳出（内訳）

一般会計

市債残高（借入金）

　予算総額は1,171億4,600万円となり、前年
度当初予算に比べ116億3,800万円、11.0％の
増となっています。

歳入
　市税は物価上昇に伴う賃上げの影響や県内外
の経済情勢などの影響を勘案し、前年度比2.6
％の増を見込んでいます。
　また、地方交付税は、国の地方財政対策の伸
びや前年度実績などを勘案し、前年度比4.2％
の増を見込んでいます。

歳出
　限られた財源を効率的かつ効果的に活用する
ため、事業の見直しによる選択と集中を図り、市
民の安全・安心な暮らしを守っていくために不可
欠な行政サービスの水準を確保した上で、「健康
医療先進都市」「文化創造都市」の二大ビジョン
の下、さまざまな事業を推進していきます。

会計名
令和８年度
当初予算額
（単位：千円）

対
前年度比
（%）

一 般 会 計  117,146,000  111.0 
特 別 会 計  50,761,559  101.2 
国民健康保険事業会計  21,023,014  98.6 
後期高齢者医療事業会計  5,143,807  116.7 
介 護 保 険 事 業 会 計  23,706,111  100.9 
母 子 父 子 寡 婦 福 祉 
資 金 貸 付 事 業 会 計  19,416  34.3 

財 産 区 会 計  10,513  148.0 
駐 車 場 事 業 会 計  578,113  103.6 
公 設 地 方 卸 売 
市 場 事 業 会 計  280,585  98.2 

企 業 会 計  44,394,335  104.0 
水 道 事 業 会 計  10,552,888  108.3 
公 共 下 水 道 事 業 会 計  18,106,484  106.3 
農業集落排水事業会計  283,475  93.8 
市立病院済生館事業会計  15,451,488  99.1 
全 会 計  212,301,894  107.1 

使用料および手数料	 15億1,186万円
繰入金	 30億5,906万円 
分担金および負担金	 8億6,923万円
財産収入	 44億9,928万円
寄付金	 26億1,250万円
繰越金	 6億円 
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  一般会計予算　　 1,171億4,600万円

人件費
183億1,915万円
（15.7%）

扶助費
267億3,825万円
(22.8%)

公債費
95億6,807万円
(8.2%)投資的経費

114億5,457万円
(9.8%)

物件費
192億1,809万円
(16.4%)

補助費など
128億7,388万円
(11.0%)

繰出金
90億4,036万円
(7.7%)

その他
88億7,375万円
(7.5%)

その他
53.3%

義務的経費
46.7%

維持補修費
10億5,988万円
(0.9%)

市税
387億5,316万円
(33.1%)

諸収入
46億2,980万円
(4.0%)

その他
131億5,193万円
(11.2%)

地方交付税
146億9,000万円
(12.5%)

市債
85億2,110万円
(7.3%)

国庫支出金
193億4,971万円
(16.5%)

県支出金
87億1,330万円
(7.4%)

譲与税・交付金
93億3,700万円
(8.0%)

依存財源
51.7%

自主財源
48.3%
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まちをつくる

　「健康医療先進都市」「文化創造都市」の二大ビジョンの下、３つのテーマとそれを支える行政経営に19
の政策分野を位置付け、令和22（2040）年のまちの姿の実現に向けた施策を推進していきます。

政策を推進する３つのテーマと行政経営

「ひと」が生涯を通して安全・
安心な環境の中で、生き生
きと健やかに暮らすことが
できる「まち」、そして「し
ごと」の基盤となる「まち」
をつくります。

「まち」に磨きをかけ、さ
らに魅力を付け加え、世代
を超えて循環させていくた
め、「まち」を担う「ひと」
を育みます。

「ひと」の定着、「ひと」の
流れの創出、「まち」の活力
を高めるため、「まち」に集
積するあらゆる産業や経済
の活性化、魅力ある質の高
い雇用を生み出すなど、「し
ごと」を豊かにします。

　持続可能なまち、選ばれ
るまちの実現に向けて、「ま
ち」「ひと」「しごと」の政
策分野を支え、未来へつな
げる行政経営を行います。

まちをつくる ひとを育む しごとを豊かにする 行政

公共交通

都市整備

防災

コミュニティ

中心市街地

環境

01
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04

05
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06

「まち」「ひと」「しごと」
公共交通が全てをつなぐまち

誰もが安全に安心して、心地よく快適に
住み続けられるまち

防災はみんなの力、安全はみんなの笑顔、
安全・安心の絆でつながるまち

市民や地域のコミュニティが活発なまち

歩くほど幸せになるまち

一人ひとりが限りある資源を大切にする
循環型の自然豊かな美しいまち

新駅整備検討事業

山寺地区景観形成(無電柱化)事業

木造住宅耐震改修事業

公衆街路灯助成事業

粋七エリア整備事業

鳥獣生活環境被害対策事業

　市南部の重要な交通結節点となる新駅の設置に向けて、
駅や駅前広場の整備検討に係る基本設計などを実施します。

　より良い景観形成と
冬期間の交通安全を図
り、山寺の魅力を向上
させるため、道路無電
柱化・美装化・消雪化
事業を実施します。

　木造住宅の安全性の確保・向上を図るため、自己の住宅
に行う耐震改修工事や減災対策工事を支援します。

　町内会などが設置・維持管理している公衆街路灯の電気
料への補助のほか、LED照明の導入などを支援します。

　「粋な町七日町」をコンセプトとして、料亭文化や御
ご

殿
てん

堰
ぜき

を活用した空間を創出し、街なかの回遊性の向上やにぎわ
い創出を目指す街区整備を引き続き推進します。

　熊などの鳥獣による被
害を防ぐため、やぶの刈
り払いなど、地域ぐるみ
の鳥獣対策への支援のほ
か、緊急銃猟が実施でき
る体制の整備や不要果樹
の伐採など、鳥獣の出没
抑制対策への支援を行い
ます。
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ひとを育む

教育

こども

福祉

健康

医療

文化

スポーツ
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豊かな学びや体験を得て、質の高い教育を
受けることのできるまち

こどもの笑顔が未来をつくる、
子育てが楽しいまち

困っている人、悩んでいる人を誰も
ほっとかないホッとするまちHOTなまち

誰もが健康で生きがいと役割を持って、
地域の中で生き生きと暮らすまち

安心して医療が受けられる暮らしやすいまち

身近にあるクリエイティブに出会えるまち

スポーツ熱の高い健康で活気あふれるまち

小・中学校タブレット運用事業

支援対象児童等見守り強化事業

我が事・丸ごと地域づくり推進事業

SUKSK生活推進事業

骨粗しょう症検診事業

市民会館整備運営事業

西部工業団地公園内スポーツ施設整備事業

　新たに導入した高性能タブレットを活用し、電子黒板や
学習支援ソフトと連携したICT教育を推進します。

　「おやこよりそいチ
ャットやまがた」に
よるLINEでの情報発
信と相談に、AIによ
る24時間相談機能を
加え、さらに充実し
た見守り支援を行い
ます。

　住民の身近な圏
域に相談活動の拠
点を設置し、住民
自ら課題を把握す
ることで解決につ
なげる相談体制づ
くりを行います。

　健康ポイント事業、ウオーキングマップ作成、SUKSKメ
ニュー認定事業、推定食塩摂取量検査を実施します。

　運動器疾患を予防するため、40歳から60歳までの５歳刻
みの年齢の女性を対象に、骨粗しょう症検診を新たに実施
します。

　令和11年度のオープンに向けて、実施設計を行い、建築
工事に着手します。

　ソフトボー
ル場などの令
和９年度のオ
ープンに向け
て、スポーツ
施設の整備を
進めます。
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しごとを豊かにする

未来へつなげる行政経営

商工

農林

シティプロモーション

観光

男女共同参画

行政

14

16

18

15

17

19

産業の振興と働きやすさがつなぐ未来を
ひらくまち

豊かな自然とおいしい食を未来につなぐ、
みどりの循環するまち

山形ブランドが確立し、
高いブランド力で選ばれるまち

暮らしと観光がつながり、何度も訪れたく
なる感動体験を生み出すまち

性別に関わらず多様な人材が活躍し、
多様な価値観が尊重されるまち

発展計画を推進するための基盤づくり

山形北インター産業団地開発事業

さくらんぼトレーニングファーム
整備・運営事業

やまがたの食発信事業

旧千歳館エリア・リノベーション事業

公民連携による女性人材育成事業

DX推進事業（DX推進体制整備事業）

　令和８年度の分譲開始に向けて、周辺の道路案内標識を
更新し、産業団地へのアクセスを向上させます。

　令和８年５月に開園し、実
地研修などを行い、将来の担
い手の育成・既存樹園地を継
承する体制づくりを進めてい
きます。

　やまがたの食のさらなるブ
ランド化を進め、食をきっか
けとした市産品の消費拡大と
誘客を促進します。

　令和９年度のオープンに向けて、旧千歳館の建物を保存・
活用した拠点施設を整備するとともに、歴史や文化への関心
を高めるために地域と連携した事業を実施し、周辺地域の機
運醸成を図ります。

　女性人材育成プ
ログラムに取り組
むとともに、新た
に女性人材育成の
専門家を企業に派
遣します。

　専門知識を持つ人材としてＣＤＸＯ（ＤＸの最高責任者）補
佐官を任用するとともに、各所属の業務改革を先導するＤＸ
推進リーダーを養成します。

◀当初予算について、詳しくはこちら
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